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身 装 関 連 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス の 構 築

　　高橋 晴子　 　 　　八村 広 三郎　 久保 正敏　 大 丸　 弘

大 阪樟 蔭女 子大学 　 立命 館大 学　　国立民 族学博 物館

　 現 在 作 成 中 の 身 装 関 連 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス の 概 要 に つ い て 報 告 す る。

ま ず、 対 象 と して い る デ ー タ の 種 類 と デ ー タ 分 析 項 目 に つ い て 述 べ る。 つ ぎ に、

文 字 情 報 、 画 像、 文 書 画 像 情 報 な どの 、 マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 を 対 象 と す る ワ ー ク

ス テ ー シ ョ ン の シ ス テ ム に つ い て、 と くに、 そ の ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェー ス と検

索 シ ス テ ム に つ い て 述 べ る。

Multimedia Costume Database

Haruko Takahashi
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Masatoshi Kubo Hiroshi Daimaru

National Museum of Ethnology

 This paper describes the outline and structure of the Multimedia Costume Database which is now 

being developed. This database is a multimedia database of collected information about costume, 

cosmetics and personal adornment. First, kinds of data in the database are described. Second, 

the outline of a computer system for handling these multimdia data is shown, and also its user— 

interface and retrieval method are described.
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1.ま えがき

　大阪樟蔭女子大学衣料情報室と、国立民族学博物

館(以 下、民博と呼ぷ)大 丸研究室では、1984年 よ り、

身装関連分野のデータベースの研究 とシステムの構

築を行ってきた。ここでいう"身 装0の 概念は、衣

と身体についての現象 ・習俗、ファッションとその

周辺についての闇題を総括的に含めている。このデ

ータベースシステムは、　「民博コスチュームデータ

ペース(略 称MCD>」 と呼ばれている。

　現在、本研究プロジェクトでは、データの分析 ・

加工、およびマルチメディア化されたデータベース

システムを構築することをおもな目的として研究を

行ってきている。

　ここでは、MCDの 扱 うデータの種類、データ分析

項 目、および作成中のマルチメディアデータベース

システムの概要について述べる。これらについては、

すでに前報[1][2]で も一部報告 しているが、本稿で

は、前回の報告以後の進捗状況および変更点などに

ついて述ぺ る。

2.民 博 コ ス チ ュ ー ム デ ー タ ベ ー ス

　MCDは 、 表1に 示 す よ う な タ イ プ の ち が う9つ の

デ ー タ群 か らな り、95年3月 現 在 で 合 計 約15万 件 の

デ ー タ が 入 力 さ れ て い る。 こ れ らの うち3つ の デ ー

タ群 は 、 民 博 の 公 開 デ ー タベ ー ス と して 、 すで に オ

ン ラ イ ン検 索 が 可 能 とな って い る 。

表1MCDの デ ー タ

可能にし、さまざまなメディアのデータを検索結果

として一覧することにある。

データ　　 内容　(カ ッコ内は収録件数の概数)　　 公開の有無

雑誌論文 ・

記事索引

図書索引

新聞記事

関連画像資料

衣服標本資料

コスチューム

日本語雑誌論文 ・記事

外国語雑誌論文 ・記事

日本語図書

外国語民族誌

日本語新聞記事

外国語新聞記事

図、写真、スライ ド

民博収蔵衣服標本

辞書の言葉等

サ イクロペ デ ィア

isso-1945(5,500)公 開

1967-　 　 (42,000)　 公 開

1923-1983(14,000)

工868-　 　 (12,000)　 公 開

　 　 　 (2,500)　 予 定

　 一1948(　 9,800)

　 　 (60,000)

-1995(　 4
,200)

　本稿で述べるマルチメディアデータペースシステ

ムは、すでに公開ずみの、および公開予定のデータ

ベースのデータ群 と、画像資料のデータ群を対象に

作成 している。マルチメディアデータベースシステ

ムの目的は、このような各種データの横断的検索を

2.1デ ー タの種類

　以下、各データについて、94年 度以降変更 ・追加

した点を述べる。

1)雑 誌論文 ・記事索引

　本データは、雑誌論文や記事に関する二次情報を

収録 したもので、日本語雑誌を対象としたものと、

外国語雑誌を対象としたものがある。

　 日本語雑誌論文 ・記事は、1967年 以降のカレント

なデータと、!880年 よ り1945年 の戦前版のデータと

にわかれる。これらはそれぞれ、　「服装関連日本語

雑誌記事データベース=カ レント」および 「服装関

連日本語雑誌記事データベース=1880～1945」 とい

うデータベース名で公開されている。

　 ここでは、95年 度 にあらたに公開された戦前版に

ついて述べる。採録対象誌は、　『主婦之友』、　『婦

女界』、　『中央公論』、　『日本及日本人』等の当時

の婦人雑誌を含む一般雑誌全般約100誌 である。今

回は、学術 ・専門雑誌は採録対象外 とした。これは

まず、対象記事が広範囲に分散している一般雑誌か

ら記事を抽出しデータベース化することにより、検

索者の情報探索のための労力を削減 しようと考えた

からである。なお、学術 ・専門雑誌についても、将

来、データの分析 ・入力をおこなう予定である。

　外国語雑誌論文 ・記事については、約10,000件 の

データ入力を完了している。

2)図 書索引

　 日本語および外国語の図書についての二次情報で

ある。

　 日本語図書に関しては、第一段階 として、1868年

か ら1947年 までに刊行された専門図書、および一般

図書の関連箇所を対象としてデータベース化 し、

「服装関連 日本語図書データベース=1868年 ～」 と

いうデータベース名で95年 度に公開している。この

データが、ほかのデータと異なる点は、各図書の所

在が明らかにされていることである。おもに国立国

会図書館の旧帝国図書館所蔵図書を採録対象とした

が、このほかに全国の公共図書館、大学図書館等86

機 関の所蔵図書を採録の対象とした。第二段階とし

て、1948年 以降に刊行された専門図書を採録対象 と

し、現在データの入力中である。

　外国語図書については、国立民族学博物館所蔵図

書のなかの民族誌より関連箇所を採録対象とし、

「服装関連外国語民族誌データベース」というデー
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タベース名で95年 度 に公開している。

3)新 聞記事

　日本語および外国語の新聞記事を収録している。

　日本語の新聞については、読売新聞(東 京版)、

朝日新聞(東 京版)、 東京日々新聞そして都新聞を

おもな採録対象としている。94・95年 度では、朝日

新聞を中心に30年 代 の記事を採録 した。これまで新

聞記事については、マイクロフィルムよりプリント

アウ トしたものを再度、文書画像ファイルへ入力し

ていた。近い将来、マイクロフィルムか ら直接文書

画像ファイルに入力するシステムに切 りかえるため、

現在は文書画像ファイルへの入力は中断 している。

　外国語の新聞については、93年 度 より作業はすす

んでいない。

4)画 像資料

　図書 ・雑誌資料申の関連写真と図、およびフィー

ル ドワークで撮影されたスライ ド・写真を対象とし

て合計約60,000件 の画像データが収集され、95年 度

でデジタル化入力を完了した。各画像資料には、出

典 ・分析事項等の属性情報が付随 しているが、現在

のところ属性情報の調整 と著作権への考慮等が必要

であるため、すべての画像資料が利用可能になるに

は、もうすこしの時間を要する。

5)民 博衣服標本資料

　民博に収蔵されている衣服標本資料の画像と属性

情報がデータとして収録されている。このデータの

検索システムは、MacintoshのHyperCardで すでに作

成している[2]。93年 度 には、87年度 までに受け入れ

た標本資料約1,000点 の画像について、属性分析と

標本資料1点 について1枚 の画像入力を完了した。

これらの標本資料には、複数枚のカラー画像が付随

してお り、さらに94年 度 には、これ らすべてをディ

ジタル化 し、HyperCardの 検 索システムで取 り扱える

ようにした。この結果、合計約9,000枚 の画像が収

納され、1点 の標本資料について、複数の画像デー

タを表示できるようになり、多角的な観察と分析が

可能 となった。

　なお、94・95年 度 には、87年 度 までに受け入れた

残 りの標本資料3,200件 お よび88年 度以降に受け入

れた標本資料の属性分析と写真撮影をひきつづき行

った。

6)コ スチュームサイクロペデ ィア

　身装関連語彙を網羅的に収集 した用語集である。

第一段階では、採録の対象となった辞書 ・辞典は30

種類で、 日本語、英語、フランス語、および ドイッ

語等の用語が収録されている。このデータベースで

は、個々の用語についていくつかの信頼できる辞書

に到達できる。第二段階では、広範囲の原典から用

語の使用例を抽出し、現在入力待ちの状態である。

2.2分 析項 目

　データ分析のための共通分析項 目として、表2に

示すような合計32の 項 目を設けている。前報[2]以

後、変更 した点はつぎのとおりである。

表2デ ータ分析項目

0　データ番号
1　著者名
2　論文名

3　掲載誌名

繍 書名ページ
6　 シリーズ名
7　版次

8　事典項目
9　事典整理番号
!0　引用事典名

1ユ　 出版地
12　 出版社
13　発行年月
14　画像番号
15　所蔵者 ・機関

16　民博標本番号

17　 民 博標 本名

ユ8　現 地 名

19　 民 族 ・地 域 分 類(owc)

20　 特 定 地域 名(フ リー ワ ー ド)

21　 時 代

22　 特 定 期 闇名(フ リー ワー ド)

23　 フ リー キー ワー ド

24　 服 装 専 門分 類/身 装概 念 コ ー ド

25　 標 本 資料 分 析 コ ー ド

26資 料 の所 在

27資 料 形態

28　 使 用 言 語

29　 抄 録

30　 NDC,　 UDC

　 あ るい は

　 国立 国 会 図書 館 分類 番 号
31　 MCD図 書 番 号

「)画像資料

　画像データと文字データの属性分析コー ドは、と

もに表2の 項目番号24の 「身装概念コー ド」を使用

していたが、約40,000枚 の画像を分析 した結果、画

像データの分析には身装概念コー ド(約3,000)の す

べてを使用する必要のないことが判明した。この結

果、画像用の概念コー ドとして、身装概念コー ドか

ら使用頻度の高いもの 約500を 抜 き出し、あらたに、

画像用身装概念コー ド表を作成した。

　雑誌論文等の文字データベース と画像データベー

スを横断的に検索する場合、このように違うコー ド

を使用しているのは不便を生ずるおそれはあるが、

将来的にはコー ドではなく言葉での検索を予定 して

いるので、それほど大きな問題はないと考えている。

　さらに変更した点は、つぎの分析項目を新たに設

定したことである。

a.部 分(被 写体の部分)

b.撮 影(撮 影結果の良否)

c.著 作権

d.利 用モー ド(一 般用、専門家用など利用者の態様)

e.解 説

f.グ ループ参照(セ ヅト写真のうちの一枚の画像 と

　して考えられる場合、ほかの関連写真に対する指

　示等)
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2)衣 服標本資料

　95年 度 には、標準衣服名称の項目をあらたに設定

した。世界の衣服を形態分類するために、これまで

は通文化的衣服名称(形 態区分)を 設定 し利用して

きた。通文化的衣服名称(形 態区分)と は、脚衣、

包衣(肩 衣;腰 衣)、 円筒衣、展開衣(袖 つき;袖

なし)、 貫頭衣、変形衣の6つ の用語である。しか

し、専門家以外の一般検索者用の検索用語 として、

よりわかりやすい呼称の必要性にせまられ、標準衣

服名称を設定することとなった。たとえば、ヨーロ

ッパ系の衣服については、ヨーロッパ文化のなかで

使われている呼称に従う。ヨーロヅパ系の衣服に用

いる標準衣服名称は、コー ト、ケープ ・クローク、

ジャケット、ベス ト等15種 類 の言葉である。また、

和服についてもいくつかの標準衣服名称を設定 して

いる。

　今後は、標本の種類によっては、従来の通文化的

衣服名称だけでなく、さらにこのようなヨーロッパ

系、和服系の標準衣服名称も付加 していくことにな

る。

　Myriadの 特 長としては、テキス トデータの全文検

索が可能で、データのすべての文字列を検索の対象

とし典拠ファイルを作成することである。現在、こ

の全文検索の機能は利用していないが、将来的には、

表2の 項 目番号29の 「抄録」の部分に対してこの機

能を利用する計画である。

OpenWindows

データ検索処理

GUI

DBMS
"　Myriad"

f'

図1シ ステム構成

嗣

3.マ ル チメデ ィアデータベース

3.1対 象デ ータ

　本マルチメデ ィアデータペースの対象とするデー

タ群は、表1で 示した日本語雑誌論文 ・記事、日本

語図書、外国語民族誌および関連画像資料である。

　それぞれのデータは、表2に 示すような各項 目か

らなるテーブルを共通テーブルとして持っている。

画像データは固定サイズ(400×600ピ クセル)のR

GB画 像 を用いている。

3.2シ ス テ ム構 成

　 シ ス テ ム は ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(SUN　 SparcStati

an　10)上 に 導 入 し た 商 用DBMS　 Myriad(TransActio

nSof　 tware　 GmbH)と 、 独 自に 開 発 した グ ラ フ ィ カル

ユ ー ザ イ ンタ フ ェ ー ス(GUI)に よ り実 現 して い る 。

こ の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンはEthernetを 介 して 他 の計

算 機 と接 続 し検 索 に利 用 す る こ と が 可能 で あ る。

　 シ ス テ ム の 全 体 構 成 は 図1に 示 す とお りで あ る 。

3.2.1　 DBMS

　 本 シ ス テ ム に お い てDBMSと し て利 用 したMyriad

は 、 ク ラ イ ア ン ト/サ ー バ 型 の リ レー シ ョナ ル デ ー タ

ペ ー ス エ ン ジ ンで あ る。Myriadで は 、 複 数 の デ ー タ

ベ ー ス の 登 録 が 可 能 で 、 それ ぞ れ の デ ー タペ ー ス は

計 算 機 ネ ッ トワ ー ク 上 に分 散 して 置 くこ と も で き る。

3.2.2ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス

　 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 ワー ク ス テ ー シ ョ ンの

OpenWindows上 でXviewを 用 い て 構 築 したGUIに よ り

実 現 して い る 。 この イ ンタ フ ェー ス は4種 類 の ウ ィ

ン ドウ に よ り構 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の ウ ィ ン ドウ は、

い くつ か の 領 域(ワ ー クス ペ ー ス と呼 ぷ)か らな り

た って い る 。 各 ワー クス ペ ー ス は 、 ボ タ ン、 メ ニ ュ

ー 、 ス イ ッチ 、 ス ライ ドバ ー 、 文 字 入 力 領 域 、 メ ッ

セ ー ジ領 域 、 画 像 表 示 キ ャ ンバ ス 領 域 か らな り、 ユ

ー ザ は お も に マ ウス に よ る操 作 に よ って 、 検 索 条 件

の 設 定 と、 検 索 の 実 行 お よび 検 索 結 果 の表 示 な どを

行 う こ とが で き る。 ま た 必要 に応 じて 、 検 索語 な ど

の キ ー 入 力 も行 え る。

　 そ れ ぞ れ の ウ イ ン ドウ お よ び ワー ク ス ペ ー ス に つ

い て 、 以 下 に述 べ る 。

1)メ イ ン メ ニ ュ ー ウ イ ン ドウ

　 シ ス テ ム を起 動 す る と、 図2の よ う な メ イ ン メニ

ユ ー ウ ィ ン ドウ が表 示 さ れ る。 この ウ ィ ン ドウは 、

検 索 対 象 の デー タベ ー ス を 選 択 し、 検 索条 件 を 設 定

す る の に 利 用 さ れ、 以 下 に 述 べ る よ う な3つ の ワー

ク ス ペ ー スか ら構 成 さ れ て い る。

1.1)検 索 対 象 デ ー タ ベ ー ス ワ ー ク ス ペ ー ス

　 この ワー ク ス ペ ー ス で は 、 検 索 対 象 とす るデ ー タ

ベ ー スの 指 定 を お こな う。 メニ ュー に 示 さ れ て い る

デ ー タペ ー ス の 中 か ら対 象 とす る デ ー タ ベ ー ス を マ

ウ ス ク リ ック に よ り選 択 す る。 こ の と き、 複 数 の 、

あ る い は す べ て の デ ー タベ ー ス を 検 索 対 象 と して 、
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指定することも可能である。

1.2)検 索条件設定ワークスペース

　このワークスペースは、検索条件の設定をおこな

うための作業領域である。ここでは、まず最初に

「検索項 目指定」あるいは 「検索項目指定なし」の

どちらかのボタンを選択する。

　 「検索項目指定」を選択 した場合、さらにプルダ

ウンメニューが表示され、マウス操作によってこの

中から検索対象 となる項目名を指定する。項 目によ

っては、さらに階層的プルダウンメニューにより、

検索する用語を設定することができるようになって

いる。

　 「検索項目指定なし」の場合は、検索対象となる

項 目を指定せず、データベース中のすべての項目を

検索の対象として設定する。この 「検索項目指定な

し」を指定 した場合は、さらにカテゴリ別 と50音 順

別のプルダウンメニューが表示され、これらのメニ

ユーより検索キーとなる用語を選択することができ

る。

　このワークスペースで選択 した検索項 目一検索語

の組みは、 「セ ット」ボタンによ り、後述する検索

条件 ワークスペースの検索文入力領域にセヅトされ

る。

　また、ワークスペースには、 「AND」、 「OR」、

「NOT」と 「(」、「)」のボタンがあり、これらを利

用することにより、選択 した検索項目と検索語の条

件を、州D,1',NOTの 論理演算子を用いて組み合わせ

た、論理式による検索文を構成することができる。

　このほかに、　「辞典項目」と、　「音声解説」のボ

タンを設けてあるが、現在は機能 していない。

1.3)検 索条件ワークスペース

　このワークスペースでは、検索文の設定および検

索の起動を行う。検索文入力領域に検索文を設定し

た後、 「検索実行」のボタンをク リックすると、こ

の条件に従って検索が行われる。検索文は、通常、

上述の検索条件設定 ワークスペースにおける操作に

よって、この検索条件ワークスペースの検索文入力

領域にセットされるが、必要に応 じて、検索のため

の条件文を直接キー入力することもできる。

2)検 索用語メニユーウィン ドウ

　検索条件設定時に表示されるプルダウンメニュー

で、検索用語選択のために利用される。

3)検 索結果一覧 ウィン ドウL

　 検索の結果得 られたデータは、この検索結果一覧

表示ウィンドウに表示される。このウィンドウは次

の3つ のワークスペースにより構成されている。

3.1)表 示対象データベースワークスペース

　検索対象としたデータベースの名称と、各データ

ベース内で検索条件にマッチしたデータ件数が表示

される。この中から、一覧表示するデータベースを

選択することができる。

3.2)一 覧表示ワークスペース

　検索結果のデータ概要(デ ータ番号、タイトル、

著者、出典)が このワークスペースに　 ._示 され

る。

　画像データを含まないデータの場合は、10件 のデ

ータが表示される。画像データを含む場合は、1画

面に5件 の画像データと付随データが表示される。

さらに、一覧表示されている各概略データの詳細を

表示するためのボタンがある。このボタンをクリッ

クすることにより、各データの詳細な内容を表示す

るための詳細内容ウィンドウが画面に現れる。

3.3)表 示操作ワークスペース

　このワークスペースでは、検索結果データの一覧

表示する部分を指定するための操作を行 う。検索結

果の全件数のうち、表示する最初のデータの通し番

号を指定したり、スクロールボタンにより、表示部

分をコントロールすることができる。

4)詳 細内容ウィンドウ

　検索結果の詳細内容を表示するためのウィンドウ

が詳細内容ウィン ドウである。検索結果が画像を伴

うデータの場合は、拡大画像も表示できる。

3.3検 索 例

　 図2は 、　 「日 本語 雑 誌 一カ レ ン トー」 と 「関 連 画 像 」

の デ ー タ ベ ー ス を 対 象 と して 検 索 を 行 った 結 果 で あ

る 。 この 場 合 、 検 索条 件 と して は 、 全 項 目 にわ た っ

て 、 用 語 「服 飾 史 」 を 含 む か 、 あ る い は 、 地 域 ・民

族 の項 目に 「ア ジ ア 」 を 含 む デ ー タ を 検 索 し、 検 索

結 果 の うち の 「関 連 画 像 」 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ を

一 覧 表 示 させ て い る
。 さ ら に、 検 索 結 果 中 の6番 目

の デ ー タ に 対 して 、詳 細 デ ー タ を 表 示 さ せ て い る 。

4.あ とがき

　構築中の身装関連マルチメディアデータベースの

データ内容、データ分析項目およびシステムの構成

等について、前回報告以後の進捗状況と変更点につ

いて述べた。

　細部の仕様にっいてはなお改善の余地はあるが、

ワークステーションによるマルチメディア機能によ

り、複数のデータベースの横断的検索と、使いやす

いユーザインタフェースが実現できたと考えている。
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